
公開講演会 
 

公文書管理法と日本社会 
 

【内容紹介】 

公文書管理法が２０１１年４月に施行されます。 
５千万件に及ぶ宙に浮いた年金記録や外務省の一連の密約問題 
が示すように、公文書を如何に扱うかは社会の根幹に係る問題です。 
 
公文書管理法は、日本社会にとってどんな意味を持ち、また、 
日本社会をどのように変える可能性があるのか、同法成立 
に大きく貢献された松岡資明氏に伺います。 

 

 

講師：松岡 資明氏（日本経済新聞編集委員） 
１９７３年日本経済新聞社入社。 

９９年以来東京文化部編集委員。 

 
主著：日本の公文書（ポット出版）、 

歴史知識学ことはじめ（共著、勉誠出版） 
 

 

 

 

日時：平成２２年９月２７日（午後２時～３時半） 

＊質疑応答の時間を含む 

場所：京都大学文学研究科新館第１講義室 

主催：京都大学文学研究科 情報・史料学専修 

参加自由：教育の一環のため参加者多数の場合は京都大

学文学部・研究科の学生・院生を優先します。 

       
お問合せ先：京都大学文学研究科 情報・史料学専修 林晋 

℡ 075-753-2474  

E-mail susumu@shayashi.jp 


